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2022年 6月 3日 

株式会社日立製作所 
 

健康長寿をめざすためのスマートフォンアプリ「社会参加のすゝめ」をリリース！ 

要介護や認知症の予防につながる「社会参加」を、アプリで測れる・変われる・楽しめる 
 

  

株式会社日立製作所(以下、日立)は、このたび、健康長寿の実現を目的としたスマートフォンアプリ「社会

参加のすゝめ」*1を正式リリースし、App Storeおよび Google Play™から無償での提供を開始します。 

日々の生活の中で、「外出する」「地域や趣味の集まりに参加する」「友人に会う」など、人と交流する行動

を総称して「社会参加」と呼びます。この社会参加が活発な人ほど、要介護認定を受けたり、認知症を発症し

たりする割合が小さくなることが日本老年学的評価研究機構(以下、JAGES 機構)の調査で明らかとなってお

り、健康長寿を実現するためには、運動や食事などのケアに加え、社会参加をすることが重要です。 

本アプリは、スマートフォンを持ち歩くだけで、利用者の社会参加の度合いを自動で測定し、レポートやグラフ

などで確認できるほか、健康長寿の秘訣や社会参加に関する正しい知識を分かりやすく紹介したコラムを配信

するなど、利用者は楽しみながら社会参加のきっかけを作ることができます。 

日立は本アプリを通じて、一人ひとりに合った社会参加の方法を見つけ、選択でき、人や社会とつながること

で、「人生 100年時代」を楽しく、豊かに生きられる健康長寿社会の実現を支援します。 

*1 「社会参加のすゝめ」は日立の登録商標です。 

ニュースリリース(2022年2月15日発表) 「シニアの「社会参加」を促し、介護予防を支援する新事業を立ち上げ」   

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/02/0215.html 
 

■アプリの開発背景 

少子高齢化が進む中、シニアの健康でイキイキとした生活をサポートするサービスや商品のニーズが高まってい

ます。日立は、JAGES機構が長年の調査により明らかにした社会参加状態と要介護認定との関係に着目し、

デジタルを活用して社会参加の度合いを測り、介護予防の支援につなげる仕組みを開発しました。本アプリの

ローンチに先立ち、約90名のシニアにテスト用のアプリをインストールいただき、約4か月間データを計測しつつ実

証参加者に社会参加を促す情報提供を行ったところ、一定の割合で社会参加が活発化したことが確認できま

した。 

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/02/0215.html
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■アプリの特長 

1. 測れる：スマートフォンを持ち歩くだけで、社会参加の状態を自動で計測 

本アプリをダウンロードしたスマートフォンを持ち歩くことで、

GPS や加速度センサーなどの情報を自動的に計測します。計

測結果を日立のデータ活用のノウハウを通じて社会参加に関

連する指標に置き換えることで、利用者の社会参加状態を評

価し、日々どのくらい活動的に過ごしているかをレポートやグラ

フで確認することができます。 

 

 

 

2. 変われる：ランク制度やイベント案内機能で、社会参加のモチベーションを向上 

毎月一回配信される社会参加レポートでは、一ヶ月間のま

とめや、社会参加度合いに応じたランク(「達人」「師匠」「上

手」「駆け出し」の 4 ランクに分類）を確認することができ、自

分のレベルに合わせてより健康的に過ごすために必要なアドバ

イスを受けることができます。 

また、招待コードを入力することで、特定コミュニティに参加

することができ、お住まいの自治体が主催するイベントや、趣

味のサークルなどの案内を随時アプリ内で確認するなど、社会

参加の輪を広げることが可能です。 

 

3. 楽しめる：隙間時間にコラムで学習、日々の記録は日記代わりに 

JAGES 機構のさまざまな研究結果を分かりやすく紹介した

コラムを定期的に配信し、利用者は楽しく簡単に健康長寿や

介護予防に関して学習することができます。 

また、行動記録などの社会参加の状態は地図やタイムライ

ンでも確認することができ、写真やメモを紐づけることで日記の

ように使うことも可能です。 

 

 

 

 

なお、「社会参加のすゝめ」で取り扱う利用者の個人情報は、「社会参加のすゝめ」に関する個人情報の取

扱いおよび株式会社日立製作所プライバシーポリシーに則り、アプリの利用自体と、他団体(自治体、企業な

ど)とのデータ連携の各段階でそれぞれ本人同意を得て、安全に取り扱います。 
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■今後の展開 

シニアが生活の中で社会参加をするきっかけに多く出会い、健康かつ便利に生活できる手助けができるよう、

連携パートナーを募っています。また、利用者だけでなく、その家族やサポーターなどが安心して使えるスマートフォ

ンアプリをめざし、見守り機能やスポットチェックイン機能などの改良も進めていきます。 

 

■アプリ概要 

名称：「社会参加のすゝめ」 

価格：無料 

対象OS：iOS 14.0以降／Android 7.0以降 

Apple Store：https://www.hitachi.co.jp/Shaka

iSanka-no-SUSUME/AS 

Google Play™：https://www.hitachi.co.jp/Sha

kaiSanka-no-SUSUME/GP 
 

■「社会参加のすゝめ」Webサイト 

https://www.hitachi.co.jp/finance/ShakaiSanka-no-SUSUME/ 

 

■商標注記 

・App Storeは、Apple Inc.の登録商標または商標です。 

・Google Play™は、Google LLCの登録商標または商標です。 

 

■日立製作所について 

日立は、データとテクノロジーでサステナブルな社会を実現する社会イノベーション事業を推進しています。金

融・官公庁・自治体・通信向け IT サービスやお客さまの DX を支援する「デジタルシステム&サービス」、エネルギ

ーや鉄道で脱炭素社会の実現に貢献する「グリーンエナジー&モビリティ」、産業流通、水インフラ、ヘルスケア、

家電・空調システム、計測分析システム、ビルシステムなどの幅広い領域でプロダクトをデジタルでつなぐ「コネク

ティブインダストリーズ」と、自動車・二輪車の分野で先進技術を提供する「オートモティブシステム」の事業体制

のもと、IT や OT(制御・運用技術)、プロダクトを活用する Lumada ソリューションを通じてお客さまや社会の課

題を解決します。グリーン、デジタル、イノベーションを原動力に、お客さまとの協創で成長をめざします。2021 年

度(2022年 3月期)の連結売上収益は 10兆 2,646億円、2022 年 3月末時点で連結子会社は 853社、

全世界で約 37万人の従業員を擁しています。 

詳しくは、日立のウェブサイト(https://www.hitachi.co.jp/)をご覧ください。 

 

■お問い合わせ先 

株式会社日立製作所 金融システム営業統括本部 [担当：松浦] 

〒100-8220 東京都千代田区丸の内一丁目 6番 1号 

お問い合わせフォーム：https://www.hitachi.co.jp/finance-inq/ 
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